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１．はじめに

　岩盤斜面崩壊の予知予測は、非常に困難とされているが、防災の観点から効果的な対応が求められている。

1999 年 1 月，2 月と７月～11 月にかけて北海道島牧村立岩岩盤において、光通信に使用される光ファイバケ

ーブルを利用した岩盤計測が行われた。光ファイバケーブルをセンサとして用いると（以下、光ファイバセン

サ）ケーブル延長に沿って連続した歪み計測を行うことができ、亀裂変位計等の点の情報を計る従来型の計測

器に比べて、岩盤斜面の広範囲の情報を得られる可能性がある。本文は、同岩盤において 2001 年 11月～2002

年 3 月にかけて行われた光ファイバセンサ計測結果を、過年度の測定結果と比較検討したものである。

２．設置箇所および設置状況

  光ファイバセンサの設置箇所は、一般国道 229 号廃道の島牧村立岩覆道の山側斜面である。計測対象岩体は

斜面上部からほぼ垂直に幅 10cm，長さ 5m 程度の開口亀裂があり、光ファイバセンサは、歪みが大きく現われ

ると思われる開口亀裂先端部付近のボーリング孔内（岩盤内測定）および岩盤表面（岩盤表面測定）に配置さ

れた。なお岩盤内測定用の光ファイバセンサは、ボーリング孔内を貫通

する鉄筋に貼付されたもので、鉄筋には、光ファイバセンサ測定歪み検

証用の歪みゲージも併設されている。図-1，図-2 に設置状況および開口

亀裂を示す。

３．過年度および今年度の光ファイバセンサ岩盤歪み測定

  過年度の光ファイバセンサ歪み測定 1)は、1999 年 1 月，2月と７月～

11 月にかけて行われた。今回の測定は 2001 年 11 月～2002 年 3 月にか

けて行われ、前回と同一の既設の光ファイバセンサを用いた。測定頻度

は月 1 回である。使用した光ファイバセンサは、今回の歪み計測までに

既に 3 年 3ヶ月の長期間にわたって自然条件下に晒されていたが、破損

等による計測不能は生じなかった。また現在まで計測対象岩体には、目

視で確認できるような大きな変状は認められていない。

４．計測結果および考察

　計測にはテープ心線およびナイロン心線光ファイバセンサの２種類

を用いたが、既往の実験 2)3)4)および前回の岩盤測定でも測定値にばらつ

きが少なかった、テープ心線の結果のみを示す。

　図-3,4 は、岩盤内部測定の歪みゲージ測定点における光ファイバセン

サ測定値の経時変化を、ゲージ測定値と共に示したものである。歪みゲ

ージと光ファイバセンサの測定値の関係は、鉄筋の表裏に貼付されたこ

とに対してほぼ同じ大きさの逆向きの歪みが得られている。図-3 に示す

過年度の測定結果の特徴としては、７月にピークをもつ周期的変動とな

っていることが挙げられる。これは岩盤の膨張収縮という季節的挙動 5)

を、鉄筋の曲げとして捉えたと考えられる。今回の測定は図-4 に示すよ

うに冬期間のみのものであるが、過年度の同時期の測定結果と概ね一致
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図- 1  光ﾌｧｲﾊﾞｻﾝｻ埋設状況

図- 2  岩盤表面光ﾌｧｲﾊﾞｻﾝｻ設置状況
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している。図-5,6 は、鉄筋の表裏に貼付された歪みゲージと光ファイバセンサの測定値から求めた、鉄筋の曲

げモーメント分布の経時変化を示したものである。鉄筋の曲げモーメントは、同時期の値がほぼ一致している

ことから、年度が異なることによる気象条件等の外的要因の影響を、大きく受けていないことが推測される。

　これに対して、岩盤表面測定では測定日の気象条件が影響する結果になった。図 -7,8 は、岩盤表面測定にお

ける光ファイバセンサの各測定方向中心付近の歪み経時変化を示したものである。図-7 の過年度の結果では

季節的変化が見られず、さらに図-8 の今年度測定結果との差も大きくなっている。

　これらのことから、光ファイバセンサによる岩盤斜面計測には、岩盤内部測定が有効であると考えられる。
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図- 5  曲げﾓｰﾒﾝﾄ経時変化（1999 /1 ～11 ）
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図- 3  歪みｹﾞｰｼﾞと光ﾌｧｲﾊﾞ測定値 （1999 /1 ～11 ） 図- 4  歪みｹﾞｰｼﾞと光ﾌｧｲﾊﾞ測定値 （2001/11 ～2002/3 ）
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図- 6  曲げﾓｰﾒﾝﾄ経時変化（2001/11 ～2002/3 ）

図- 7  測定方向中心の測定値経時変化（1999 /1 ～11 ） 図- 8  測定方向中心の測定値経時変化（2001/11 ～2002/3 ）
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